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トッピクス

経営シーズ
（技術開発・経営資源）

ヒトに着目し、（投資することで）企業の
コアコンピタンス（強み）となる

ヒト

人財

オペレーション

モノ 工場・店舗・
設備

経験値を高める

経験値に変える

経験を積み多くの経験値を得る

仕事の本質に向きあい密度を高める

体験で得た暗黙知を発表し、
経験値の集積と分類を行う

絞り込んで身体に叩き込み集中する

未来の状況をイメージして、今の
動きを未来の成果に結び付ける

自らの体験では得ることはできない知を
得る為に社員研修・視察への投資が必要

人罪

人在人材

事実

意味付け

仮説・推論・意見

論理的な話の展開ポイント

チャート状に構造化
構
造
化
の
流
れ

旧芝離宮恩賜庭園（弊社社窓より）

 2012 年を迎えて

構造化トレーニング

　2012年、新たな年を迎えました。

　昨年は東日本大震災とそれに続く原

発事故、欧州金融危機と暗いニュース

が続きました。そして本年、テレビや

新聞では『変化の年』として、これま

でにない悲観的な一年になるという論

調も見られます。

　『危機』は漢字で『危険の機会』と書

きます。『ピンチはチャンス』と良くい

われますが、本当の『危機』とは、今

までのパターンが通用せず、個人や組

織の存在そのものが揺さぶられる時の

ことなのです。それは、個人や組織の

存在意義とは何か、何をすべきなのか

といった本質的な『問いかけ』が生ま

れる時であり、これまでの習慣を打破

して潜在的な可能性が喚起される時で

もあります。

　社会全体としては右肩下がりのこの

時代、本質的な問いかけに対して、確

たるものを見い出すことが出来た、努

力した個人や組織にとっては、飛躍で

きるチャンスの時代となるでしょう。

　本年も、皆様方のいっそうの飛躍を

心よりお祈りいたします。

　代表取締役社長　長本 英杜

　NGKでは管理者研修、幹部研修に

おいて日本経済新聞の社説の構造化ま

とめを添削課題として活用しています。

　組織のリーダーは論理的に話をする

ことが求められます。ビジネスにおけ

る論理性で大切なことは、『事実』に対

して、どのように『意味付け』を行い、

『仮説・推論・意見』を展開するかと

いうことです。よく『事実』と『意見』

を混同するな、と言われますが、答え

が一つではないビジネス現場での論理

性を考えた場合、意味付けにおいて自

身の立ち位置を明確にする必要があり

ます。

　例えば、昨今話題のTPP（環太平洋

戦略的経済連携協定：Trans Pacific

 Partnership）ですが、反対、賛成を表

明するうえで、農業生産者、輸出産業、

消費者と立場が異なると意見が異なり

ます。テレビなどメディアの話を聞い

ていると、各々の異なる立場を踏まえ

たうえで、論理的に整理して話をして

いるケースが意外に少ないことに気づ

きます。

　構造化トレーニングでは、日本経済

新聞の社説を『事実』、『意味付け』、『仮

説・推論・意見』を整理しながらチャー

ト状に構造化してまとめます。この文

章で何を言いたいのかを、図解して説

明できるようにします。論理的な文章

を構造化して、『要は何を言いたいの

か』を明確にすることができれば、自

身が話す場合にも、論理的な展開が可

能となります。
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ソリューション紹介

NGK研究紹介

 
 

経営層

部長層

所課長層

メンバー層

 

  

 

 

 

体系・要件の承認

 

確認・アドバイス

事務局

 

人材像の
確認

第1フェーズ
人材育成の体系づくり

第2フェーズ
人材育成プログラムの実施

●上記を展開するための
 施策・制度
 ・改善提案制度
 ・改善プロジェクト
 ・人事制度全般

課長との検討・
合意

NGKのサポートによる実施運営、ノウハウ蓄積
能力要件と
人材育成体系
づくり

組
織
元
気
度
診
断
＝
現
状
把
握

部長との検討・
合意

第3フェーズ
ブラッシュアップ

実施の進捗報告

●年度内展開の
レビューと

次年度に向けた
見直し

●人材育成プログラムの実施
 ・階層別研修
 ・戦略研修
 ・業務改善型研修
 ・職場内小集団　　etc

企業事例
　現在、人材育成体系 、教育プログラムを策定中の
ジューテックホールディングス株式会社の総務人事部 
副部長　斎藤直樹氏に聞きました。

『建材商社である弊社では、人材は自社にとっての
商品であり、差別化の源泉であると考えています。
　中期経営計画でも人材力強化が計画の柱としてお
り、現在、ビジョン実現のための人材育成体系を構
築中です。本来、人材育成は現場第一線の日常で実
践されるべきものだと考えています。NGKとともに
人材育成体系や教育プログラムを策定するに当たっ
ては、当初から完全な体系を作るのではなく、徐々
にレベルアップさせていくことと、体系を策定する
プロセスで現場の育成の担い手である部長や所長を
巻き込んで策定することを重視しています。策定し
て終わりではなく、いかに展開していくかを重視し
ています。』

　　　人材育成体系作りコンサルティング　

スウェーデン企業と日本企業の比較研究 
第２回　スウェーデン視察の印象

　NGKは、人材育成に関わる投資は企業にとっての研究開発

投資であると考えています。投資であれば、より効果的、体

系的な投資を考える必要があります。

　効果的な体系作りのコンサルティングを通じて、組織変革

を人材育成視点で下支えする仕組み作りを目指しています。

人材育成体系作りで重視する考え方
・ビジョン実現のための人材育成であること

・一貫したコンセプトを有していること

・日常の活動とリンクしていること

・継続的かつ戦略的に実施されていること

　ストックホルムはスウェーデンのみ

ならず、北欧の中心の一つといえる美

しい街です。

　2011年11月、収益創造調査のメン

バー数名はその地に降り立ちました。

現在、研究を進めている企業の視察が

目的です。

　今回は短期視察でしたが、訪問した

いずれもの企業も、国外市場に対する

積極的な姿勢を明確に持っていたこと

が印象に残りました。その中の1社に、

アトラスコプコという会社があります。

スウェーデンを本社として1873年に

創業された企業で、コンプレッサー、

土木鉱山・産業用ツール、空気圧縮機

などの世界的なメーカーです。

　まずはじめに、アトラスコプコの歴

史的な経緯と戦略・組織の特徴につい

て丁寧な説明を受けました。同社のス

ウェーデンでの国内売上比率は2%。

『サスティナブルな生産性を約束す

る』をコアバリューとして売上と利益

の成長性を重視している会社です。

　また、同社にはCEO以外の全ての人

事データを世界的なレベルで共有し、

どのポジションでどういう人を求めて

いるのかを全世界の社員が閲覧できる

ユニークなシステムがあり、ジョブ・

ディスクリプションを明確にして組織

全体で「人材マップ」を共有していま

す。さらに、企業理念、ビジョンを描

いた絵本を製作するなど、自社のコー

ポレート・カルチャーを守るために理

念浸透を重視しています。

　我々とのミーティングはCorporate 

CommunicationsのSenior Vice President

であるMs. Annika Berglundさんが中

心となって対応してくださり、次回以

降の調査についても積極的な協力を取

り付けることができました。

　その他、NGKと提携関係にある北欧

最大のコンサルティング会社のCordial

社などへも訪問。今後も充実した調査

研究ができそうです。

（上智大学教授　山田　幸三）

 〈企業概要〉
ジューテックホールディングス株式会社
住宅資材の総合商社である株式会社ジューテックを中心とした
グループ会社
本社 東京都港区芝　グループ社員数  965 名　 JASDAQ市場上場

人材育成体系づくりの検討フロー例

左からアトラスコプコ・周本さん、山田教授、上野教授
（アトラスコプコ本社にて）
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編集後記
日本元気化ニュースレター Vol.2 号をお送りします。
今月号より、ニュースレターのロゴを変更しました。印象が変わったかと思いますが、いかがでしょうか。
2012 年も、皆様方にとって参考となる情報を発信して行きたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

表紙の言葉
表紙を飾るイメージ 　「福寿草」
福寿草の花言葉は、幸福を招く、思い出、祝福。
1月1日の誕生花で、元日草（がんじつそう）や朔日草（ついたちそう）の別名を持ちます。
春を告げる花の代表であり、江戸時代の頃から正月用に、盆栽鉢に植え込む風習があったそうです。
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